
令和７年度
学校の教育目標を踏まえた学力向上の重点目標

木頭小学校 校長 学力向上推進員

「学力向上実行プラン」

【各校の取組状況の把握について】

◎次の（１）～（３）をバランスよく取り組み、学力の向上を推進

（１）知識・技能の習得

（２）思考力・判断力・表現力等の育成

（３）主体的に学習に取り組む態度の育成

○与えられた課題に対しては、素直に
一生懸命取り組むことができる。

●自分で課題を見付け、課題解決に向
けて取り組むことが苦手である。

・自らの学習を調整しながら、主体的に
取り組むことができる。

・各教科等の特質に応じた「見方・考え
方」を働かせながら「深い学び」
となる習得・活用・探求ができる。

・スモールステップで達成感を味わわ
せ、自ら進んで行おうとする態度を育て
る。（低学年）
・一週間分の家庭学習を提示し、自分で
計画を立て、実践、評価・改善に取り組
む資質・能力を育てる。（中学年）
・自主学習の方法について提示し、興味
のある分野を追究したり探求したりする
楽しさを味わわせる。（高学年）

○個に応じた指導を行い、基礎的・基本的な知識・技能を身に付けさせ、主体
的に学習する力を伸ばすための指導の実践。
○話合い活動を充実させ、自分の考えについて、根拠を明らかにしながら表現
できる児童の育成。

・豊かな語彙を獲得しながら聞かれてい
ることを正しくとらえ、自分の意見や考え
を表現することができる。

◎思考・判断・表現の中で知識・技能が
更新されることを実感できる。

・自信を持って行動させるために、質問
や発問、表現すべきことを視覚化させ
る。（低学年）
・自力解決の場と対話による協働的な
学びの場を意識した授業の流れをつく
る。（中学年）
・思考ツールを用いて自分の考えやを
整理する場を設ける。また、ホワイト
ボードやICTを活用した発表・話合い活
動の充実を図る。（高学年）

次年度における改善事項

管理職による授業参観や教員からの報告等、様々な機会を捉え、取組状況の把握を行う。

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価）

○積極的に自分の思いや考えを表現す
ることができる。

●相手が伝えたいことを理解し、自分の
意見や考えを整理して伝えることが苦手
な児童が多い。

次年度における改善事項

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○与えられた学習課題に素直に取り組
んでいる児童が多い。

●基礎的基本的な知識・技能は定着し
つつあるが、実生活での活用がまだま
だ不十分である。
●「何を学ぶか」に偏り、「何ができるよ
うになるか」、「どのように学ぶか」が明
確でないため、知識・技能の主体的な習
得になっていない。

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価）

・一人一人が自身の学習課題を把握
し、基礎的基本的な知識・技能を確実に
身に付けることができる。

・基礎的基本的な知識・技能を実生活で
の中でも活用できる。

・単元や学年全体や他教科等との関連
を意識しながら知識・技能を能動的に習
得する。

・「書くこと」を定着させるために、ノート
指導の充実と、書くことを厳選しタブレッ
トを効果的に活用する。（低学年）
・板書やノートのルール化、デジタル教
科書などのデジタルツールとの連携な
ど教育環境のＵＤ化を充実する。（中学
年）
・全員が達成感を味わうことのできる問
題に取り組ませる。また、児童にとって
身近な題材から問題を提示したり、発展
問題につなげたりして実生活で活用で
きることに気付かせる。（高学年）


